
団体名： 一宮商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.8 ％） （達成度 55.0 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 79.0 ％） Ｂ Ｂ 上げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.0 ％） （達成度 98.5 ％） Ｂ Ｂ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 70.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｃ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.3 ％） （達成度 109.4 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

次年度、来場者の
目標数値を下げ、
イベントのメインの
再構築、集客の
アイデアを練り直し
模索しながら、進め
ていく。

女性部の加入者数
が減少傾向である
ため、加入者数の
目標数値を下げて
進めていく。

引き続き適正な税
務申告と経理の自
計化や計数管理に
よる経営力の向上
を図る。

次年度、経営発達
支援計画に伴う
セミナー（経営分析
・事業計画策定）
を実施するため目
標を上げ、持続可
能な経営判断の強
化につなげる。

今後の展開・改善点等

課題提案の目標
数値が下回って
いるので、次年度
は経営発達支援
計画が認定された
こともあり、目標数
値をクリアできるよ
う支援を行う。

情報化推進事業

情報通信技術を活用して、会
員事業者等にとって有益な
情報を取得したり、ビジネス
チャンスの拡大や経営の質
を高めるための取り組みを
実施し、商工業の活性化に
寄与する。

１．一宮商工会ホームページに
　　よる小規模事業者、地域
　　住民への情報提供

　　一宮商工会HP更新数
　　　　　　　　　　　１４８回

小規模事業者

指標
一宮商工会HP更新回数

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
197

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

間違いのない事務
処理と迅速な対応
を続けていく。

引き続き、有益な
経営情報を発信
し、商工業の活
性化を図る。

目標
数値

30

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、事
業主に代わって労働保険料の
申告納付その他労働保険に
関する各種届出等の事務手続
を行うことにより、中小事業主の
事務処理の負担を軽減し、労
働保険の適用促進及び労働
保険料の適正徴収を図ることを
目的とする。

１．事務委託事業所数
　　　　　　　　　２８件

２．従業員数
　　　　　　　　１９７人 小規模事業者

指標
事務委託事業所数

目標
数値

指標

事業者にとって有益な情報
を提供でき、商工業の活性
化につながった。 総

合
評
価実績

数値

労働保険の適正な事務
処理ができた。

次年度、販売セット
数の目標数値を
今年度の実績に
近い数値に設定し
事業を進める。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

134
目標
数値

指標

参加店は減少したが、セット
数を多く購入する店舗が
数店あったので販売セット
数
目標数値をクリアした。

実績
数値

三角くじ販売口数（ｾｯﾄ）

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
110

実績
数値

150

産業活性化事業

商業部会による年末大売り出し
を実施することで事業所及び
地域の活性化を目的とする。

１．商業部会連合年末ジャンボ
　　大売り出し
　　①実施日
　　　１２月５日から５日間
　　②三角くじ販売口数
　　　１３４口

小規模事業者

指標

目標
数値

指標指標

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
335

若手後継者等育成
事業（青年部・女性
部事業）

商工業者の後継者である青
年、若手後継者及び商工業に
携わる女性に対し、経営に必要
な知識の習得や資質の向上を
図る為の講習会・研修会を開催
し、小規模企業の振興・発展尾
を目的とする。

１．青年部活動
　　勉強会、先進地視察等他
　　①加入者数　　　　　１４人
　　②参加者数　　　　１７６人

２．女性部活動
　　教養講座他
　　①加入者数　　　　　４０人
　　②参加者数　　　　１５９人

小規模事業者

目標
数値

10000
実績
数値

7000

指標
加入者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

Ｃ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

来場者数 青年部、女性部をはじめ、
協賛団体、商業者の出店
により地域産業のＰＲをす
ることができた。

総
合
評
価

目標
数値

60
実績
数値

54
目標
数値

340

指標
参加者数

指標
指導対象事業所数

指標

目標
数値

17
実績
数値

17
目標
数値

200

講習会事業

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとって
必要な金融・税務・経理・労務・
情報化等の知識習得や時事的
な問題についての啓蒙を図り、
事業者の資質の向上と円滑な
事業運営に資することを目的と
する。

１．集団講習会
　　実施回数　　　　　　５回
　　参加者数　　　　１１７人

２．個別講習会
　　実施回数　　　　　１２回
　　参加者数　　　　　４１人

小規模事業者

指標
総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
158

指標
参加者数実施回数

目標
数値

480
実績
数値

目標
数値

20

巡回・窓口相談指
導事業

一般に経営基盤の弱い小規模
零細企業を中心に、経営指導
員等商工会職員が事務所へ
訪問し、融資・税務・労務相談
等経営全般について対応しす
ることにより経営及び技術の改
善を図り、健全な企業を育成
するとともに、創業予定者を始
めとした経営全般に係る相談
窓口の設置により、経営改善
に資する指導を行う。

１．巡回窓口相談指導延件数
　　　　　　　　　　　　　４７４件

２．巡回窓口指導実企業数
　　　　　　　　　　　　　１４２件

３．課題解決提案件数
　　　　　　　　　　　　　　１１件

４．経営革新承認件数
　　　　　　　　　　　　　　　１件

記帳継続指導 小規模事業者

37
実績
数値

目標
数値

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

実績
数値

28
目標
数値

180

指標
従業員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

Ａ

11474

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部員・女性部員による
積極的な事業参加があり、
講習会、研修会等を実施
し、内容の濃い活動がで
きた。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

148

商工会職員が、個人事業主
を対象に正しい記帳方法の
指導と決算・確定申告の指導を
行い、適正な税務申告と経理
の自計化や計数管理による
経営力の向上に結び付ける。

１．指導対象事業所数
　　　　　　　　　　　　　　３８件
２．指導日数　　　　　２３３日

３．指導回数　　　　　５６７回

事業者が必要としている
内容のセミナーを開催し
事業者の経営改善、資質
の向上につなぐことができ
た。

38
目標
数値

実績
数値

地域振興祭り事業

本宮まつりを開催することにより
その集客力を活かして地域の
経済活動を促進し地域の商店
並びに商品の知名度の向上に
務め地域観光資源（本宮の湯、
砥鹿神社他）ＰＲの機会とする
とともに、地域の総合的な振興
を図ることを目的とする。

１．本宮まつり
　　①実施日　１１月３日（日）
　　②出店数　２４件
　　③来場者数　７，０００人

小規模事業者

記帳方法の指導、決算・
確定申告の指導により
適正な税務申告と計数
管理による経営力向上
につながった。

総
合
評
価

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
事業者の必要時に専門家
派遣を行い、内容の濃い
経営支援ができた。また、
事業者においても、知識
の習得が図れた。

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 一宮商工会

得られた効果 備考今後の展開・改善点等

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.3 ％） （達成度 118.9 ％） Ａ Ｂ 下げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

経営強化事業（一
宮経済同友会）

各種懇談会、講演会、異業種
交流会等の事業を実施し、
企業交流の場の提供、各企業
の経営基盤の強化、ビジネス
チャンスの創出により、地域の
商工業の発展に寄与する
ことを目的とする。

１．加入者数　　　　　　　　４２人

２．役員会等会議
　　①実施回数　　　　　　１３回
　　②参加者数　　　　　１６２人

３．事業
　　①実施回数　　　　　　　８回
　　②参加者数　　　　　１７１人

小規模事業者

指標
加入者数

指標
事業等参加者数 企業の交流の場を提供

各企業の経営基盤の
強化等により、地域の
商工業の連携、発展が
図られた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
333

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き、企業の
交流、経営基盤
の強化等により
商工業の発展を
図る。

目標
数値

45
実績
数値

42
目標
数値

280

産業団体

発展会や各種団体等、産業振
興・地域貢献団体の活動をサ
ポートし、事業運営に協力する
ことにより、国・地域公共団体、
地域社会への貢献や発展のた
めの一助となり、ひいては商工
業の活性化に資することを目的
とする。

１．産業団体加入事業所数
　　飲食店組合　　　　４１件
　　お楽しみ会　　　　　７件
　　繊維部会　　　　　　３件
　　環境部会　　　　　１８件 小規模事業者

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

おたのしみ会が
元年度で解散し
目標数値を下げ
たが、引き続き、
産業団体を支援
していく。目標

数値
70

実績
数値

69
目標
数値

実績
数値

指標

産業振興団体、地域貢献
団体を支援することにより
商工業の活性化につなが
った。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

指標
産業団体加入事業所数

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


